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横森 剛准教授に聞くインタビュー

ロケット好きだった少年が、長じて出会った「燃焼研究」の世界。勤勉な友人や研究
室の優秀な先輩たち、さらには国際色豊かな教授との出会いや海外留学を経て、研究
者として身につけたのは、日々の努力を怠らない姿勢だった。うまくいかないときで
も、「コツコツ努力をすれば、必ず出口は見えてくる」と横森さんは力強く語る。

─どんなお子さんだったのですか？

　スペースシャトルなどのロケットが大好きな少年でした。ロ

ケットが空へ飛んでいく際に、お尻のところにエンジンから吹

き出された炎がぼぉっと光って見えますよね。その迫力に魅せ

られて、興味を持つようになったのです。今から思えば、当時

から燃焼に興味があったのかもしれませんね（笑）。

　それから、父親が都内で電気工事の会社を経営していて、よ

く現場に遊びに連れて行ってもらいました。中学くらいからは

現場で配線工事や機器の取り付け工事などの手伝いもするよう

になり、自然と理系に染まっていった感じです。

　一方、小学生の頃から学習教室に通い、そこで数学の問題を
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解く面白さに目覚めました。小学 6年生の頃には、すでに大

学の数学の問題まで進めていて、表彰されたこともあります。

それでますます数学が好きになりました。僕は、褒められて伸

びるタイプなんですね（笑）。親もわかっていたようで、「勉強

しろ」と言われたことはありません。

　将来を意識し始めたのは高校 3年になってからでしょうか。

父の仕事の影響で、電気工学科か機械工学科に進めたらいい

なぁ、と考えていました。浪人も覚悟していましたが、無事、

慶應義塾大学理工学部に合格し、機械工学科に進学しました。

─どんな大学生活を送られたのですか？

　高校までは部活中心の生活でしたが、大学に入ってからはガ

ラリと意識が変わって、勉強中心の生活を送るようになりまし

た。友人に恵まれて、互いに切磋琢磨しながら勉学に励んでい

たので、勉強自体は苦ではありませんでしたね。友人たちは皆、

優秀で、私を含めて 4人中 3人が博士課程に進んだほど。も

ちろん、勉強だけでなく、一緒に遊んだり、成人してからは、

週末ごとに飲んで過ごしたのは、今となってはいい思い出です。

——なぜ、燃焼の研究に進まれたのですか？

　燃焼の研究をされている溝本雅彦先生の研究室を見学した際

に、先輩たちから話をお聞きして、興味をもったのがきっかけ

です。研究室に入ってからは、燃焼の魅力にすっかり取りつか

れて、研究にのめり込んでいきました。

　燃焼の研究というのは、実に奥が深いのです。たとえば、燃

焼の事象をシミュレーションしようとすると、流体、熱、物

質の拡散、化学反応といったさまざまな要素を同時に解く必

要があり、対象によってはスーパーコンピューターを使っても

1カ月以上かかります。基礎理論の構築にも、まだまだやるべ

きことがあるというのが、燃焼の基礎研究の面白さといえます。

しだいに基礎寄りの研究をしたいと思うようになり、博士課程

に進むことにしました。

　その後、2003 年 9月から東北大学でポスドクとして働き始

めたのですが、ここでの経験が大きな転機となりました。とい
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うのも、研究室のボスの丸田薫先生は国際色豊かな方で、研究

室に海外の著名な研究者がしょっちゅう訪ねて来るのです。そ

こでグローバルなコミュニケーションの大切さを学び、一気に

視野が広がりました。

　そして、海外留学を決意し、日本学術振興会のポスドクとし

て 2005 年 4 月から 1年間、プリンストン大学へ留学するこ

とにしたのです。

─海外での研究生活はいかがでしたか？

　大変でしたね。最初は住む所も決まっていなくて、2週間く

らいは先生などのお宅を転々としながら住まい探しからスター

トしました。当時は英語もたどたどしい状態でしたし、わずか

2週間でホームシックにかかったほどです（笑）。銀行口座ひ

とつ作るのにも苦労した思い出があります。

　大学にも、日本人はほとんどいなくて、別の学科に 1人い

たくらいだったでしょうか。むしろ中国から来ている留学生を

多く見かけましたね。実は私の指導教官も Yiguang Ju 教授と

いう中国の方です。この先生は、理路整然と考えて物事を進め

ることができるたいへん頭のいい方でした。性格もとてもよく

て、研究者として憧れの存在です。

─やはり海外に出ることは必要でしたか？

　ええ。四六時中研究のことばかり考えている研究者たちとつ

ねにディスカッションをして、皆で考えていくスタイルを経験

できたのはよかったと思います。現在の私の研究室も、プリン

ストン方式を踏襲しています。

　研究者であれば、できるだけ早めに、30歳くらいまでには

一度、海外へ出たほうがいいでしょうね。

─研究者として大切にされている信条はありますか？
さらに詳しい内容は
http://www.st.keio.ac.jp/kyurizukai
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　研究のアイデアというのは、ある日突然、突拍子もないとこ

ろから生まれてくることはありません。1つひとつ積み重ねて、

はじめて形になるものだと思います。もちろんうまくいかない

こともありますが、がんばっていればいつか出口は見えてくる

もの。そうやって何かをつかむことができれば、大きな達成感

を得ることができる。それこそが研究者としての醍醐味でしょ

う。

　ちなみに、慶應の学生は、スマートな人が多いという印象が

あります。悪く言えば要領がいいんですね。そこに努力が加わ

れば、怖いものナシでしょう。ぜひ、そういう力を身につけて

ほしいですね。

─休日はどのように過ごされていますか？

　よく友人たちと温泉に出かけます。先日も、福島県の岳温泉

というところに行ってきました。強い酸性のお湯が特徴の温泉

で、最高でした。後は、ときどき日本酒を飲むことでしょうか。

学生たちとも、たまに飲んでストレスの発散をしています。

◎ちょっと一言◎

学生さんから：

● どんなに忙しいときでも、困ったときには相談に乗ってくだ

さる、真面目で頼りがいのある先生です。ただ学生を甘やかす

のではなく、学生が自立できるように仕向けてくださるところ

は、先生ならでは。研究には厳しい方ですが、飲み会のときな

どは、学生と一緒になって思いっきり騒ぐ、意外な一面もあり

ます。　　

� （取材・構成　田井中麻都佳）

横森 剛
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